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1.い くつ かの下 準 備 と しての 問題 提 起

実をいうと、私は 「アジア期 体」という諜 が好きでありなが らも・そ

の諜 に含まれている意味が鰍 とする}捌 でなく・あまり快 くな崎 み

をそこから振い落すことができない.酬1共 同体というもの磁 然と存在 し

てお り、それが保たれているいくつかの目立 ・ている長短所などが指擬 れ

ているところに、アジア共同体、あるいは太平洋共同体というものがあって

はいけないはずはないだろうカs'.それにしてもいまだに調子よく呼応を得 ら

れない局面があることを否認できないとv・うのは・そこにそれだけの+分 な

理由と原因があると見なければならない。

私はことさらに、ここでかつての不幸で不搬 だ・た歴史的事件などを繰

り返 し考えてみた くはない.た とえ、そうしたとしても・既に起 こ・た稗

と杯 融 が瀧 失せるわけでもなく歴史の加害者たちが嬬 覚醒して心機

_車云するという保障もないはずであり、考Mに よ・ては時間と努力の韻

になる鮒 かも知れないという気力・するからである・それゆえ・どうしても

アジア共同体あるいは太平獣 同体というものを取 肚 げるようになり・そ
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こで教育が引き受けるべき役割 とか機能に関して私の意見を述べるようにと

いう要請にこたえるためにいくつかの下準備としての問題を提起 してみたい

と思う。

まず第1に 、アジア共同体 を取 り上げるようになった動機にからまる問題

である。よくいわれているように、それがたとえ トインビーなどの歴史学者

が予想 したように文明の展開方向が西欧からアジアの方に移って行かれると

いう世界史的成 り行きの診断を受け入れてのことだとか、または米国の外交

政策の方向が大西洋の方よりは太平洋の方に傾 くようになったという、ある

政策作成者およびその補佐官たちの発言に対する対応姿勢として動かしはじ

めたことだとか、そのいずれにして も、いわゆる強大国中心の関心形成や認

知変化によっての動機誘発であるとしたらそれはさほど望ましくないだけで

なく、非常に危ういことになり得るということも指摘 しなければならない。

第2に 、本当にアジア共同体というものが取 り上げられるほどアジア地域

には共同体の形成要因があるかどうかという問題である。例えばギリシア ・

ローマ地域とかヨーロッパ地域にあったような文化的、宗教的の共同基盤と

意識構造とか価値観においての最少限の合意基盤があるかどうかという問題

を考えてみなければならない。

第3に 、アジア共同体を構想 しようとするとき、いろいろの局面で問題の

提起があ り得るはずであろうが、特に教育の分野にだけ限って考えてみても、

非常に深刻で困難な問題が数多 くあり得る。その中でも、私は3つ の極めて

根本的な問題を取 り上げて考えてみたいと思う。

①教育哲学的な次元に属する問題としてどのような人間像をアジア共同体

の教育指標にするかという理念定立に関する問題。

②教育課程 または内容の次元に属する問題としてアジア共同体の核心教科

目をどのようなもので合意を得るかという問題。

③そしてアジア共同体の教育指標を誠実に追求、実現させるための熱意 と

能力 と抱負を合わせ持つ教師の充員と養成の問題。

上に挙げた諸問題が、アジア共同体 という構想に対する第一次的な好感の

込められた反応にもかかわらず、何かさっぱ りとしない深層心理を漂わせて
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いるのである。しかし、問題と障害がいかに大きく激しいといっても、基本

的にアジア共同体 という構想が時代的養成であ り状況的な当為があるという

ことには異論がなく、だれよりも前進的考え方でこの問題を考えてみたいと

いうのが今の私の心境であることを明 らかにしながら実際的な問題領域}こ

入ってみることにする。

2.共 同体形成の前提条件

アジア共同体を形成する問題を取 り上げるとき、何 よりも先に考えられる

前提条件がいくつかあると思う。

まず第1に 、アジア共同体はどこまでも強大国中心の共同体にはならない

ように、その発想と論理 と方向づけが事前に十分検討 されるプロセスを経て

ゆかねばならない。万が一、米国 とか日本などのようないわゆる今日の国際

関係においての強大国が自国の利害計算をづ 的に鯛 させる発想 と論理・

その方向づけから構想される共同体 となるなら、それは彼らのアジア勢力圏

になるだけであり、アジアの共同体にはなり得ないのである。そ してまたそ

れに似つかわしい名称とか形式 とは関係な く実質的には新 しい形態の植民地

作 りにすぎないものになり、従って時代錯誤的な退行になるだけであるから、

そのようになる可能性 を徹底的に取り除ける仕事が先に行われなければなら

ない。

第2に は、非政府的、純粋民間的な性格と水準の機構 を先に活性化させて

肯定的で積極的経験 と事例の積み重ねを通 して、円満な利害調整やバランス

がとれる意思決定の底力と経験が積み重なることによって、政府次元の政治

的性格の機構へ と育成、転換 して行 く漸進的な仕方をとるべ きであろう。そ

れは文化的、宗教的に多様 ・多元性を前提とする共存、共栄の論理 と生理を

体得する経験の蓄積がなくては、合理的な葛藤解消の能力や意思が形成され

ることが難しくなり、そうなると共同体形成の最低限の合意基盤 も構えられ

なくなるからである。

第3に 、植民地時代の精神的、生活体験的な名残をできるだけ早 く払いの

76

m一 教育部門

けて、肯定的で積極的、前向き的な未来歴史創造的心性を養 うことに全力投

球の努力 と投資を傾けることによって新 しいアジア的精神構造を形成し、そ

のような精神的基礎の上にアジア共同体の形成、発展、拡充が成 し遂げられ

るようにしなければならない。また、それは脱アジア指向的な自己軽視の片

偏 りとか盲 目的な自己陶酔の蛮勇から免れて、正 しい歴史意識に基づ く自己

衿持 と創造意欲を目指すものでなければならない。西欧とか米国を羨望の的

とするアジアにとどまっている限り、アジア共同体を形成することはできな

い。それはついには、西欧とか米国によって主導されるアジア勢力圏になる

だけだ。

第4に 、アジア共同体の形成のためにそこに参加する民族や国家が一様に

衿持を持ち得る寄与と役割が合理的に配分 され、多様でありそれぞれ異なる

寄与 と役割の価値が公平に認められる雰囲気と手続きの条件などに合意が形

成されなければならない。政治的なパワーとか経済的な富が、勢力計算の基

準になる機構ではなく、それぞれの個性ある寄与と役割が交響楽的な調和の

とれる共同体の構築を目指さなければならない。

3.ア ジア共 同体 の 教育 にお いて の課 題

アジア共同体が名実 ともに共同体 として形成、発展、拡充 されるためには、

まず共同体指向的な指導者が育てられなければならないし、共同体内の構成

民族あるいは構成国家の教育の中にアジア共同体に似合っている教育が実効

性のあるように包括的に行われるべ きである。ところが今 日の現実の条件 を

見ると、果たして民族中心の教育や国家万能の教育をいかに、そしてどれほ

どまで共同体指向的な教育と接合、併行させることができるかという問題に

ぶつからざるを得ない。最も望ましいことは、漸次的に民族、国家指向の教

育を共同体を目指す教育に転換、発展させて行 くことであるだろうが、強固

な民族主義、国家主義の政治 ・社会 ・文化的な信念体系をどのように克服、

止揚 していくかという点は、それほど手軽に解決される性質のものではない。

このような問題なども民族ごとに、あるいは国家によって一様ではないだ
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ろう.そ の条件 と状況がそれぞ櫻 なり、そのために一髄 に当為的な樋

を作成、提示することもで きない.し か し、最も基本的な段階的概 方法を

考えてみることはできるのではないだろうか。

最も基本的な第/段 階は、アジア共同体形成の予想参加民族・あるいは国

家から関心と熱意 を持つ賠 国家を集めて 「望ましいアジア人像」に関する

国際会議を開く・とである.宗 教別、文イヒ別の理想的な燗 像の条件 と資質・

品性の項 目作成によ。て最低の基本条件 を作 ・てみる仕事 を実施する・

その次の段階は満 度の購 と繊 を合わせ持つ専F弓家たちによ・備 成

される 「望ましいアジア人像」研究委員会を作 り・先の段階で作られた最低

の基本条件 を深みあるように研究、検討して、鰍 ある研究のプ゜ジ・クト

をい くつか立案、提示するようにして、資格ある個人・あるいは団体に用役

を与えて集中研究するようにし、その糸吉果を程よい時期に報告 してもらっこ

とにする.そ の結 は朝 家とそのことに関心 と鯖 を見せる非専門家が一

緒に参加する国際会議で事細かに検討、討論 した後、アジァ共同体によって

舗 満 掟 され纏 ましいアジア人像 としてアジア期 体縮 の基本指標を

提示 し、それに基づい娯 体的轍 舗 動力泣 案・実施されるようにするこ

とである。

第3の 段階は、アジア共同体の構成民族または国家の教育現場にて、それ

ぞれの自己中心的な縮 内容 と期 体指向自勺な鮪 内容との互いのぶつかり

合い関係に対する躰 的な折衷の方法や、折衷に対する国際間の事例交換の

ための多角的、多元的接触通路の設立を急がねばならない。アジア共同体の

教散 化研究事務局などのような騰 のものを設立することによ・て実紬

な機能を整えるようにするともっと能率的になるであろう。

第4の 段階は、アジア共同体の構成民族あるいは国家間の民間次元におい

ての教師交換計画の大幅な拡充、実施であるカi例 えばそれぞれ異なる文化

と伝統の教醐 場で教えてみた り、学んでみなrb・hら得た繊 と縣 が相互の

理縦 けでなく、期 体の形成にはな くてはならない共通感覚の醗 にも大

きく役立つだろうと信 じてやまないからである。従来の交換計画 と違う点は、

従来は交換といっても、専攻科目によって地域とか学校を取 り換えてみるこ
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とであったのに反 して、共同体指向の教科 目を地域とか学校を異にして教え

てみたり、学んでみた りする違いが挙げられる。

第5の 段階は、4つ の段階と相ともに行うか、あるいはその手順が取 り換

えられることもあるだろうが、何 しろ多少の現場からの試行錯誤 を通 して得

られた成果 と基本指標の互いの検討によって、アジア共同体の教育のための

基本的な核心教科 目を作成することがで きるであろう。ここに含められる諸

教科 目はアジア共同体の構成民族 とか国家間の共同目標を考え合わせて共

存、共栄の知恵と哲学を強調 し、相互尊重と自己尊重が程よく啓発されるよ

う努力するところにその意味があるという内容のものでなければならない。

第6の 段階は、アジア共同体教師協議会とアジア共同体学父母協議会など

のような国際民間教育相互連絡網を組織、運営することによって、精神的、

物理的なつなが りの強化 を構えていくことが必要である。それで例えば冬と

か夏の休み期間を利用 して相互訪問を民泊の体制で実施、管理すると、より

経済効率的にお互いの文化 と生活の理解の幅 と深みを増進することができる

だろうと思う。

第7の 段階は、ほかの段階での諸仕事 と相ともに行 うことも、それぞれ別

に推 し進めることもできるもので、アジア共同体の大学 と大学院の設立、運

営のことである。将来の有能なアジア共同体の指導者を養成、輩出するため

に、各界各層の指導者に必要な高等教育が受けられるようにする高等教育機

関が必要であるだけでなく、アジア共同体の精神的、知的な求心体の役割を

果たせる知的共同体が必要であると考えるが、それをアジア共同体大学ある

いは大学院としたらどうかという気がする。それはアジア共同体の構成民族

あるいは国家的能力があ り熱意を持つ実業人の代表 として構成されるアジア

共同体大学設立推進委員会のようなものを作って、出資方式とか組織、運営

に関する基本原則に対 して合意を成 した後に実務陣を組織して具体的な仕事

に取 りかかるようにすることも一つの良い方法であろう。できるだけ一つの

場所にアジア共同体構成民族とか、国家の宗教 ・文化 ・人宗的多元性が集約

的に表出されている代表的な特性 を考え合わせて、例えばシンガポールなど

のような所に建てておくといろいろと機能的になるだろうと思う。
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4.一 つ の わず か な実験

私はさる,年 の間、引 き続き一つのわずかな縮 実験をや・てみ燃 そ

のわずかな成果を乱 て、広い意味での国際醐 糖 の事{列という点からこ

れからの。ジア期 体の教育において・特に纐 教科 目の問題に対するある

一つの方向提示の材料を提示してみようと思う。

まず第 、に、わが国の大学教育の一般的な傾向は・特に髄 にな・て民族

蟻 的な齢 が強調 され酒 欧化 近代イヒの早く能率的嫉 現 という目的意

識があち。ちに染み込んでおり、専攻為主の実用性にも・と大きな重みがお

かれているといえるであろっ。

そして、鋤 として打ち出す名分はともかく教育指標に内在されている努

力 と指向が西欧と米国への偏向があるこ・は否定す ることはできない・西欧

とか米国で糖 を受けて帰 。てく・学者轍 授たち力注 導的な役割をする

大学教育の現場での研究轍 授の基本的な醐 みは・ほとんどすべて西欧と

米国から借 りてきた・とにしかならないし・それを通して得 られるようにな

、鵬 とか眼献 西欧あ・いは米国才旨向的なものとならざるを得ないであ

ろう.そ れでアジアに対す・識 とか目購 がほと聡 あるいは全 く持ち合

わせていないだけでな く、アジア識 の必難 さえ髄 までは別に気付いて

いなか。た.そ の・う鰯 青は綱 ・だけあ・㈱ 犬況ではなく・おそらく

アジアの諸民族とか国家の場合にもほとんど普遍的に認められる現状ではな

いか と思われる。

いわば私たちは以前から自己繍 の環境要件 としての他者を・西欧や米国

で、それも一方的な灘 や追従という形態で目標 と理想を設定してきたもの

であ り、そ。にはアジァという齢 や概念が全 く擁 していなか・たという

ことになる。

アジアが私たちの近い生活の根拠地であり・自己識 の澱 要件 として絶

畑 な価値 と蘇 を持。ているという事実に目を開 く・うにして くれたもの

は、非常にアイ・二・ルにもほかならず・私たちが彼らのようになろうとじ
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たばたしながらいくらかは成功 したが、基本的には失敗せ ざるを得なかった

西欧や米国であったことは、ただ今私たちがアジア共同体の構想という問題

を前にして深く反省 してみる必要のある現実条件なのである。

訳はどうあろうとも、このようなわが国とアジア地域の教育状況の中で新

しい認識 と視覚、発想の必要性を切に感 じたあげくに、大学の教養課程に「人

類文化 と地域社会」という講座を新 しく準備 して、その講座を通して比較宗

教 ・思想論、比較文化 ・文明論、そ して人間、平和、未来という3つ の基本

課程を設定、教授してきたわけである。この講座は毎年、毎学期に任意に選

択することができるようにした教養選択科 目である。その3つ の基本課程を

学期ごとに取 り換えていきながら、近代西欧の思想、学問、技術、文化、生

活などの相対化と、アジア地域で発生、発展 した思想、学問、技術、文化、

生活などの再発見、再認識を比較の眼目に昇華させて、健全なるアジア的哲

学と教養を定立させることをその目的としたのである。

優越 した文化 とか思想の前で気付 く劣等感や自己卑下ではな く、堂々たる

主体的認識を持 って対等に比較できる自信と底力を育てて、そこで相互尊重

の基盤を築き上げる相互理解が生まれるとき、初めて望ましい共存の知恵が

身に付けられると信 じていたので、そのような方向への精神構造の改善、育

成を目標にする教養科目を設置するべ き必要性を感 じていたのであ り、それ

を引き続き運営、実施 しようとする意志をもっと強めるようになり、今まで

5年 の間に一貫 して続けてきたのである。

毎学期ごとに最初の時間に受講の動機と要望事項を記録 して出してもらう

ことにす る。そ して終わ りの時間にその講座 を通 して得られたことが何で

あったかを記録 して提出するようにするが、そのことでアジア認識とアジア

との関連の中から、自己民族と国家の確認においての非常に大 きな変化を見

るようになって、私は衝撃を受けると同時に強い刺激となって希望を未来に

見ることのできる実証的なよりどころが得られるようになった。一般的に見

て、大学生は一番変化をもたらすことが難しい学生階層である。もし幼稚園

とか小学校の時代からアジアの認識をもっと効率的に教育 してい くならば、

アジア人の衿持 とアジア認識をバランスをとり続けて会得 していくものであ
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るから、アジア共同体形成のための榊 的な基盤はも・とたやす く整えられ

るであろうと思われる。

5.今 何 が必要 で あ るか

アジア期 体が形成されるためには、また・アジア期 体形成のための教

育課題が成功的に成し遂げられ・ため・・は・遠い将来はともか くも・今・必

ずやるべきことがい くつかある。

まず第 、に、現代的な意味においての3土会 ・文化 ・宗教的多元1生に関する

肯定的で鰍 的な繍 であ・.そ 醐1え ば・西欧とか米国の文化人類轄

たちが言うようなある中赦 化あ酬 ま主轍 化をその前提 として・その周

辺に位置づける顛 文化の存在 と価値 を欄 的に認めるような形の多i'ili'i'Aiで

はなく、そのいずれも剛 等な位置 とイ面値をともに認められる形においての

多元|生をいうのである.そ のような意味1・おいての多元1生は西欧や米国にお

いてよりは、アジアにおいても。と密度の勘 現難 を親 できるから・そ

れぞれ異なる社会、文化、宗教、聴 、価値ののどかな期 のための知恵 と

技術 を人類が体得するための籍 らしv・機会を得る・とので きるところが・

ほかならぬアジアであるという鰍 で、不責極的な意義を見つけ出すことがで

きるだろうと思 う。

第 、に、不幸でT・lbleeであ・た過去の歴史を主導 した古い見方 と発想・そ

して視覚を形成 してきた歴史識 を是正 して・新 しい見方 と発想と視覚 を持

ち合わせるのになくてはならない必須白勺な前提条件 としての新 しい歴史識

力沙 な くともアジアの知的肚 剛 ・定着する・とが何 よりも急務なこと

である.さ らにまた、その・とは借蠣 識や鯉 醐 のようなものではなく・

アジア人の主体的瀦 鯉 解に基づ くべ きである・どうしたら過ぎ去・た過

去の不幸で不融 だ。た受難 圧制の歴史の中から・今日のアジア人に鞠

い 歴史餓 の繭 力になるようなものを見つけ出して顧 られるであろつ

か。

第3に 、アジア的髄 解消の方法を見つけ出す・とが何よりも必要に迫られ
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ている。今までの西欧式の葛藤解消の仕方は、主に合法的あるいは適法的な

節次に従った合意形成によるものであって、それが意のごとくならないとき

には、力による一方的な方法を講 じた支配 ・服従の解決方法にほかならな

かった。しかし、そのことはユダヤ ・キリス ト教的伝統とか、最少限度の合

意基盤を整えた法体系の存在を前提にするものである。ところがアジアの場

合には、いわばそのような前提 もなく互いに競合する異質的な価値体系と法

体系の共存を認め合う条件の中で、何をその基準にして葛藤解消の仕方を模

索するだろうかを探 り尋ねざるを得ない。是と非を正 しくわきまえる正義 と

いうものは、それを判断するときのよりどころとする基準に対する合意をそ

の前置きの条件 とするときにだけ可能なものであり、そしてその基準の存在

は互いに共通する文化に対する最少限の共通感覚が形成されなければならな

いが、今 日のアジアには今 まで もそのことが形成 されていなかったという点

から、これからこそアジア的葛藤解消の方法を模索することが切実に要望さ

れるところである。

そ して第4に 、過ぎ去った過去よりは、来るべき未来から共通運命の精神

的基盤を見つけ出そうとする未来指向的な意識の改革が成 し遂げられなけれ

ばならない。過ぎ去った過去の加害者と被害者であるという立場からの非難

や批判というものは、取 り戻すことのできない過去への執着のために今日の

関係を暗 く彩るばか りでな く、未来への展望をも曇らす恐れがあるのである。

それゆえ、今や加害者の自己合理化ではない、被害者側の寛大な思いやりと

抱容力で一応、大 目に見ることにし、より明るい未来への創造のために欣快

に協力するようお互いが一つになって努力 しなければならない。そのような

意味において、アジア共同体の形成のための費用負担においては、過去の加

害者であった民族や国家などはもっと多い取 り分を受け持つことによって、

被害者であった民族や国家などに対するまことの俄悔の意を表す機会を見つ

け出すことができるのではないかと思われる。そうすることによって勢力拡

張とか主導権の勝ち取 りのための経費負担や寄与金投資ではない、純粋な協

力と貢献が好意的に認められることができる。また、そうなるとき初めて共

同体形成のための基本的な雰囲気というものが作られるようになるだろう。
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6.統 一 思想 の役 割

それではアジア共同体の形成において、特にその教育的側面においての統

一思想の役割はどうあるべきだろうか。

まず第1に 、統一思想は、アジアのさまざまな文化、宗教、思想、哲学な

どをそれぞれ自分の位置で固有の伝統と価値を持ち続けたまま、程よく和合

して共存するように してあげられる基盤 を築 き上げる役割 を引き受けられる

し、またそのようにしなくてはならない。だれもが対等な立場において、競

合、共存する文化、宗教、思想、哲学などが、不必要で無意味な闘争の関係

に立つことなく、和やかで生産的な共存の関係にあるためには、そうするこ

とのできる 「共存の場」が必要なのであるが、そのことを恐らく統一思想が

提供するように努力すると具合がよくなるだろう。

第2に 、統一思想はその思想の実現をアジア共同体大学、大学院の設立、

運営を通 してアジアの知的共同体の核心を形成 しなければならないし、その

ことの基本理念を提示する方法によって、実質的にアジア共同体の新しい文

化、宗教、思想、哲学の共存様式を打ちたてる基礎作業に真っ先に立って進

むべ きである。また共同体の理想 と目標達成に対する熱意 と能力を持ち合わ

せた指導者の精神的な支株は、統一思想の発展的研究 と普及を通 して成 し遂

げられるように、より具体的な方案を講じて行かなければならない。

第3に 、統一思想はそれを一方的に普及、伝播させるもう一つの文化的帝

国主義方式を止揚 して、いろいろ相異なる文化、宗教、思想、哲学の意味と

価値、そして相互関係 を正 しく照明 してやる思考と探求の枠組みを作 り上げ

ることに主力を注いで事新 しいアジア的思惟形態の原型を見つけ出し、それ

がついには全地球的、全人類的な普遍性をもって昇華、発展できるきっかけ

と活力を供給するエネルギーの源泉になるように努力しなければならない。

そして最後に、統一思想はアジア人によって定立された汎世界的な宗教 ・

思想体系として新 しい文化世界の創造のための基盤となるべきであるから、

人種と国境を超越した共同研究などを通 して もっとその意味が推し広げて満

1⊥_
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たされなければならないし、その精神がより深められてアジア共同体の大切

な共同の文化財産となるように、あらゆる人々の理解と評価が得られるため

の根気よい自己革新 を続けなければならない。

朴 武成 教 授(議 長)、 金 泰 昌教 授(ス ピーカー)、 金 子孫 市 教 授(コ メンテーター)右 より
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